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菅　前回はオdぐf血緯透過・1生　（von　Borbery－Frankescher）
　として発喪したが，血梓内透i過性或いは異物透過性と
　の混同を遜けるためにこの論交以降は既に慣剛される
　末：｛伽血搾低ニリ〔性の誰を川いる。
　　なおこの論文の要旨は昭和29年4月3目第53図日
144
　木皮膚科苧会総会に才δいて述べた。　また1唱和28年度
　北海道科苧研究費に負うところ廊めて大である。附記
　して感謝の意を表す。一外塚。
1）醐寸；」排培医誌4，．1弗（1弱：1）．
6巻2号 紳村一～凍　瘡　の　研　究　II 1dj
男52S名，女545名で，このうち本冬凍瘡に罹患したもの
は290名，全体の27％を占めていた。
　発疹型では，樽柿型（T劉92名（32％1，多形滲出性紅
斑型（M型）157名（54％），　いつれとも判遣し難ぎ軽症41
名（14％）で，M型が丁型に比し極めて多数にのぼってい
た（第2表〉。
第2表学童における病型別頻度
性別
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凍瘡催患者
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290
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92　（32％）
M　型［軽　症
56　（48％）
lol　（ss．o．・s）
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　年令的には，7歳が最も少なく18。7％，8歳にはやや増
加して23．5％，9歳には30．3％となり，それ以後において
は30％前後を上下していた。　さらにこれを発疹型別に観
察すると，T型では7歳に12％，8～U歳8～9％を示し，
12歳には6％に滅じていた。しかるに血型では，7歳には
182名のうち僅か5名（3％）に見出し得たに過ぎなかった
が，S歳より増加して10％となり，9歳以上では17～19
％の罹患率を示していて，T型とM型とは一見年令白勺に
　　　　　　　相反する罹患率を現していた。
　次に性別では，総数1，073名のうち，男117名（22％），
女173名（32％）が罹患し，女は男の約し5倍を示してい
た。これをさらに発疹直別からみると，口演では男女とも
8～9％で殆ど差異を認め得なかったが，M型では男11％
に対し女19％であって，女の罹患率が男のそれより遙か
に高くなっていた。また発疹型別に年令を追って親察する
と，典型は7歳が他の年令に比べて僅かに高く，しかも女
に多くなっていたが偲1G多，女14％〉，その他の年令では
8～9％前後を上ドして男女閃に大差を認め得なかった。こ
れに反レ，．M型では男は糠ねio～16％を上下して9歳に
軽い山を湿しその前後に低くなっていたが，女では7～8
歳に僅か6～8％を示すに過ぎないが，9歳に及んで急激に
上昇して21％となり，それ以後漸増し，12歳には最高率
の30％に達していた（第1図）。
　要するに学童ではM型がT型に比して著明に多く，し
かも女に頻発し年令とともに増加の傾向がみられた点は注
目された。
　　1）外來患者（第3表）：外来を訪れた凍瘡患者48名
中，男は15名〔30％）女は33名（70％）であって，女が男
の2倍以．上を示しているが，一型及びMT型では男女の差
が殆ど認められないのに反しM型では男10名，女2S名で
あって著しく女に多い。
第3表外来患者における月別患者数
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第1図　S1㌦lj・別罹患率
　発疹型ではM型が断然多く38名（79％），これに次いで
丁型の7名（15％），MT型（後述）の3名（6％）であった。
　発生月別には，12月が最も多く】．1名で，これについで
エ0，U月に多くそれぞれ9，8名であり，2，3月の6名，
5月の5名，1月の2名，4月の1名の順となっていた。案
外温暖の候に向う5月に多くなっていた点は注目された。
これを発疹型別に観察すると，T型は10月より3月まで
の開にそれぞれ1，2名宛みられ，男女間に特に差異を認
めなかった。M型では各月に亘ってみられ特に10月過ら
12月に多く（5～9名），　しかも女に多くなっていた。しか
し2，3，5月にもそれぞれ4，5名宛のM型患者をみたが，
男女問にはあまり著明な差異は認めなたった。
　年令別には，10歳代の思春期に最も多く2S名に達し全
患者の過半数（54％）を占め，これについで20歳代の9名，
10歳以’ドの4名，30，40歳代の各3名，50歳以上の1名と
なっていた。　これをさらに性別的にみると，丁型では1Q
歳以下及び41歳以．ヒになく，性別的にも著明な差異を認
めなかったが，M型では各年代をつうじて女性に多く，殊
　　　　　　　　　　　に31歳以しではすべて女であった（第4表）。
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第4表外来愚者における年令別態者数
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　M型が後日丁型に移行したり，一見丁型の如くみえる
末梢欝血浮腫内にM型の如き紅色丘疹をみるものがある。
後者を仮に五圧丁型としたが，かかるものを11月2名（男の
み），2月1名（女）に経験した。
　要するに外来患考では，M型は思春期及び成年期の女性
に多く，しかも初冬或いは温暖の候セこ向う5月に頻発する
傾向のみられたのに対し，丁型は初冬より彫寒期に．亘って
みられ，男女間に著明な差異を認めなかった。
　Il．発疹型と末梢血管抵抗性
　　1）学童．（第5表）；　末梢血管抵抗値（KR）を検査し
た284名（男122名，女162名）の巾，凍瘡患者は192名
（男81名，女113名）であって，残る90名（男41名，女49
名）は非罹患者であった。
145　mm　Hg（平均149　mm　Hg），　M型では男123　mm　Hg，
女115　mm　Hg（平均1i8mm　Hg）であって，　M型は丁型
に比し著明に低く，女はM型，丁型とも男より低値をとっ
ていた。
　KR別に実数を頻数曲線で現わして，非催患者・丁型・
M型三者間の関係を示したのが第2図である。これによる
と，M型は最低値（50　mm　Hg）・最高値（i60　mmH9）と
第5表　学童における平均末梢血管抵抗値
　　　剤．「
例数mm　Hg
検
査30?
R20
　　　　　　　6　　　1　　　9
病型騰mm　Hg：蝋mm　H・
7sl　14g±2s
116，　］IS±25
　90　　i68二L23
1073堰@159
　　　　　　　　　　　　　　　H図　梨
　　　　　　　　　　　　　　　Q一〇T　聖
　　　　　　　　　　　　　　　×一一ウ（耳ド羅盛春
　　　　　　　　　　　iqK　g．，y・．
　　　　　　　儀　　　x　　　　　　弊触
O　Su　loo　t．一e　200　2SO　　　　　　　　朝拝〔耳管聴執憾　　th！　Ml　Hs
　　　第2図　型別末梢血管抵抗値頻度
　T
　M
非罹患者
らを
総平’均
36
40r
41
5艶
154士26
123二L24
169±22
　163
42
71
49
540r
145±25
115±26
167±23
　155
ｳ者数及び三脚患者数（第1表）と平均KRから算
　出した平均値
も，非罹患著及びT型の値に比べて低回であって，三二患
者の平均値16SmmHgに達するものは1名もなく，曲線
としては三著のうち最も左に寄っている。またT型はM
型と下肥患者との中間に位し，全般的にみると非罹患老よ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆり低値をとっており，特に】30mm　Hg以下のものは非罹
患者では僅か3名に過ぎないが1’四型では19名に及んで
いた。しかしかかる特に低い値のものを除くと，丁型の平
均喧は163mm　Hgとなり，非罹患者の曲線にほぼ一致し
た曲線を示している。
　　2）外來患者（第6表）：外来趨間中KRを測走し得
た34名の平均値は118mmB：gで，著者が別に測定した成
人非催患者100名の平均値157mmHg（男162mm　Hg，女
153mm　Hg）に比べて極めて低い値を示していた。
第6表　外来患者における平均末梢血管抵抗値
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　吟唱愚者の平均KRは，男169　rnm　Hg，女167　mm　Hg
（男女平均168mm　Hg）で，女が値が僅かに低い。凍瘡患者
のそれは，男女それぞれユ37田mHg，126　mm　Hg（平均
】31mm　Hg）で，非罹患．者のKRに比較して著明な低値を
とっていた。
罹患者の中M型ともT’幌二も判別し難い1｝難獺列を除外
して発疹型別に観察すると，丁型では男1騒mm　Hg，女
四型では女4名のみに検査したが，その平均値は140
mm　Hg（最低値100　mm　Hg，最高値180　mm　Hg）であっ
た。
　1M型では男6名，女21名に検査し，男では平均104　mm
Hg（最低値70　mm　H9，最高値12‘）mm　Hg），女では180
mm　Hg，200　mm　Hg右承した2例の例外は別として，い
ずれも低く，平均119mm　Hg（最低値50　mm　Hg，最高値
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160　mm　Hg）であって，全体の平均値eik　116　mm　Hgであ
った。
　MT型では男の2例がいずれも120　mm　Hg，女の1例
が90mmH：gであって，すべて低値を示していた。
　要するにK：RはM型が最も二値を示し，丁型がこれに
次いでいた。
　　　　　　　　　　考　　　按
　元来凍瘡が初冬或いは早春の候に発生し，手脊・手指・
足脊等直接寒気に曝露する部分に．下僧性鶴血性発赤矩張
を来たす疾患であることは嗣知のとおりである。しかし近
時，凍瘡に多型滲出性紅斑様所見を呈する轡型の存在する
ことが報告され（宮沢：］），田中P’），高田9），伊藤教授’5）一’7），
藤沢’9），中村等9）），従来知られている轡型を樽柿型凍瘡（T
型）と呼ぶのに対し，多形滲出性紅斑型凍瘡〔M型）と称
せられている。
　伊藤教授が金沢及び仙台において経験したM型は，その
大部分が14才以上の女性に発生したものであり，　また宮
沢及び田中はそれぞれ新潟で，高田は熊本で報告したM型
症例は，いずれも成年女子に発生したものであって，M型
は一般に成年女子に多いと考えられている。これに反し本
型は学童においては一般に少ないという報㍑が多い。例え
ば，冨田ln）　｝cよると，仙台市内門門1，720名に調査．した凍瘡
罹旧例の90．4％が丁型であって，M型は僅かに9．6％に過ぎ
なかったといい，また下野11）によると，九州において経験
した20名の凍瘡罹愚学童のすべてが丁型であったという。
　しかし今回著者が札幌市内学童1，073名について調査し
た成績は，前記富田及び郷野のそれとは全く相反し，凍瘡
罹患者290名のうち54％がM型であり，T型は14％に過
ぎなかった。　この成紗は必ずしも年少者にM型が少なく
ないことを示すものであるが，更に外来患者について観
察した成績も学童のそれと同様に，M型が圧倒的に多く
（79％），丁目が極めて少なくなっていた（15％）。以上の事
実は北海道にM型凍瘡が多いこと’を物語るものと云って
も差支いなかろう。元来四型がいわゆる“しもやけ”とし
てかたづけられているために外来を訪問することが少なく，
またM型が特異な皮疹を、竪するためにわれわれが観察す
る機会の多いことも一応考えられるが，それにしてもこの
数字はあまり大き過ぎてこれだけで説明できない。恐らく
これは北海道の気候納特異i生によるものではなかろうかと
考えられるのである。
2）　「1；i；　・Vik稔＝　）支：’「ゾ1三箔唇　32，　472　（19：32）．
3）　臼tlii　二　　皮・1生言㍉寧　34，　534　（1933）．
4）　1臼；．F珂　：　　皮・1ぜ1…；謎；　36，　389　（1934）．
5）　伊｝蕗ミ：　月と・門三1謎ヌ42，93S　（1937）．
6）　9卜）属ξ：　，支二，i生言替　49，2d，1　（1911）．
次にわれわれの観察で興味あることは，T型では学童・
外来患者いずれにおいても，年齢約あるいはll生別的に著明
な差異は認められなかったにもかかはらず，M型では単
童・外来患者を通じていずれも女性に多く（単二では男11
％に対し，女19％，外来患者では男10名に対し女2S名），
しかも思春期に急激に増加し20才前後に圧倒的に多くな
っていたことである（学童では9才より急激に増加して12
才には30％に達し，また外来患者では10才代に圧倒的に
多く20才代がこれに次いでいた）。この成下ま概ね伊藤教
授め結果と一致していたが，10才代では男でもかなりの
数にM型がみられ，　中学校以下の年齢層に必ずしも少な
くないことは特長的といえよう。
　M型凍瘡発生と季節との関係については，宮沢は新潟地
方では春暖の候しばしば突然に2～3日問気温の下降する
ことがあるが，かかる時期にM型が発生するといい，また
田中は，3月及び4月中旬までの北困特有の湿潤な塞気と
寒暖の：変化の劇しい，気候の罪ならざる時期に発生すると
報告し，いずれも気象上寒暖の差の著しい時期をあげてい
る　。
　しかるに，われわれの外来患考における経験では，M型
の発生が，10・11・12月の初冬より厳寒期にかけて多くジ
2・3・5月の候にも少なくない。従って前記諸氏のいうよ
うにM型が春期あるいは秋期に限って発生するとはいえ
ないようである。
　確かに北海道では，10・11・4・5月目気象の変動が著
しく，気温も4C前後を上下し，前記諸氏のいうような条
件を満足している。特に肝腎札幌では寒波の襲来が早く，
気象変化の・ングウエーブにおいて較差の大であったこと
もH型が初冬ないし厳寒期に発生した一原因とも考えら
れるが，この外の原因として北海道の特殊な生活様式を考
，慮に入れねばなるまい。即ち北海道は採暖装置あるいは家
屋の構造などの点で冬期間室内はかなり暖く，室外は寒気
極めて着しい。従って曝露部位に対する温度が室内外で急
激に変動しこれが発生する発疹型に影響して，秋・冬・春
を通じてM型の大量・発生を起したものではなかろうかと
想像されるのである。しかし気象上較差の大なることが，
M型のアレルギー性特長，局所循環障碍，あるいは末梢血
管抵抗性の変下等に対して如何なる影響を及ぼすかについ
ては・今後の研究にまたねばなるまい。
　次に発疹型と末梢1虹管抵抗性との関係については，藤沢
の如く，M型がほぼ正常値に近く，T型は上昇していると
7）　てル1】冤ξ：　〕哀3気惚づ｝二新誌愚　68，3　（1951＞．
s）．藤沢：皮屑三誌63，495（19，5：｝）．
9）　tl・i　・i寸・倉日・T：　，更と匙以14，237（1952）．
le）富田：　及性諦1寧56，27（1　94“］）．
1j）　多ll【～亘if：　」支二とξ必13，235（1951）．
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いうものもあるが，諸家の多くは凍瘡特le　M型では著明
な低値を示すといっている（郷野・小野・金井12））。凍瘡罹
患崇童のK：Rが著明な低値をとることは，著者が既に前篇
において報告したところであるが，今回の成績も全く同様
であって，学童・成人をつうじて凍瘡患者は低い値を示し
ていた。殊にM型においては，値の高いごく少数の例外
を除いてすべてが著しく続篇を示していた点は，小野・金
弁等の成績にほぼ一一一致していた。またT型では学童罹愚者
78名中KRの著明に低い（130　mm　Hg以下）ユ9名（24％）
を除いても，正常値よりやや低く，藤沢のいうように旧型
のKRが正常人のそれに比べて著明に高いとは決してい
えない。
　一見．T型の如く見える酵血浮腫性皮疹上に，　境．界鮮明
な紅色丘疹の生じた，M型と丁田との合併症というべき
ものを19～23歳の男2名，女1名，計3名に経験し，こ
のものを著者はMT型と仮称した。⊥1月及び2月の比較
的塞気のきびし，い時期に発生し，いつれも治療に抵抗し，
末梢血管抵抗性もM型と同様極めて抵値（90～120　mm　Hg
平均110mm　Hg）を示していた。治療（ビタミンE投与・）
による皮疹及び末梢血管抵抗性の変動は極めて興味ある所
見を示したが，これについては弐回1：3）において述べる。
　　　　　　　　結　　　論
ユ）凍瘡を対象として，学並1，073名及び外米
患者48名を発疹型に重点をおいて観察した。
　2）本冬凍瘡罹患学並は，1，073名のうち，290
名で全体の27％を占めていた。
　3）発疹型別比率は学童・外来患者とも，M型
が最も多く（学童では54％，外来患者では79％），．
T型は極めて少なくなっていた。
　4）T型は学童，外来患者いずれにおいても年
齢別或いは性別的に著明な差異を認め得なかった
が，M型では女性殊に思春前後の女性に著しく多
くなっていた。
　5）M型は．秋・冬・春期を通じてみられたが，
これは北海道の生活檬式に基づく身体曝露1四度の
較差大なることによるものであろう。
　6）末梢並t［管抵抗値はM型が最も低く（1．16～
118mm　Hg前後），　T型は正常値よりやや低くな
っていた（140～149mm　Hg前後）。（外来～学童）
　7）M型とT型の合併症ともいうべきMT型
（著者仮称〉を3例に経験した。この型は治療に抵
抗し，末梢血管抵抗値（KR）はいずれも低値を示
していた。
　　　　　　　　　　　　　　　　（日召禾0299幽8．7受右」’）
Summary
　　Medical　observance　and　investigation　of　pernionis，　especially　of　exanthema　types，
was　made　on　1073　school　children　and　48　out－patients　in　our　clinie．　290　pupils　（29　．0／o）
of　the　above　were　found　to　have　suffered．
　　54％of　the　pupils　and　79％of　the　out－pa亡ients　suffered　from　M－type（i．e．　erythema
exsudativum），　while　only　a　few　suffered　from　T－type　（eedema　type）．
　　It　was　revealed　that　though　there　was　no　selectivity　of　T－type　in　regards　to　sex　and
琴ge，　in　M－type　a　larger　number　of　pa亡ients　were　fernale，　especially　those　in　puberty．
　　M－type　which　may　be　attributed　to　the　mode　of　livings　under　extreme　temperature
changes　in　Hokkaido　appear　during　the　Autumn，　Winter　and　Spring　periods．
　　The　resistance　of　peripheral　vessels　is　lowest　to　M－types　and　the　resistance　of
peripheral　vessels　to　T－type　is　lower　than　in　normal　conditions．　With　the　resistance　at
11，6－118　mm　Hg．　（von　Borbery－Frankscher，　in　breasO　in　the　case　of　M‘types　cand　140－149
mm　Hg．　in　T－types　wi亡h　healthy　condition　resistance　atユ57　mm　H：g，
　　MT－type　（previsionary）　was　found　in　3　patients　who　did　not　respond　to　treatment
and　had　’a　lower　value　of　resistance　of　peripheral　vessels．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Reeeived　Au．rr．．　7，　19，”）4・）
12）小野・金井＝　巾夕1・医藥15，4（1950）． 13）　殖IM寸：　新藥と隊i偶木3，789（1954）．
